
平成 25 年 9 月 17 日 
沖縄県がん診療連携協議会 

相談支援部会 
 

研修報告書 
 

国立がん研究センターがん対策情報センターのがん相談支援センター相談員研修計画に基づいた、

下記の研修に参加したので、その内容と成果を報告します。 
  
                   記 

 
1．研修名 

平成２５年度 相談支援センター相談員指導者 フォローアップ研修 ～実践報告～ 
主催：独立行政法人国立がん研究センターがん対策情報センター 

 
2．受講期間 

2013 年 09 月 06 日（金）9：30～17：00 
 
3．受講場所 

国立がん研究センター築地キャンパス 
 
4．参加者 

樋口美智子（那覇市立病院医療支援部総合相談支援センターMSW・相談支援部会長） 
石郷岡美穂（琉球大学医学部附属病院医療福祉支援センターMSW・相談支援部会副会長） 
大久保礼子（琉球大学医学部附属病院がんセンターMSW・相談支援部会委員） 

 
5．研修内容 
１）研修の目的 

各都道府県において、相談員のための学習の機会をつくることができるようになることを目標とする。 
２）研修の構成（受講コース） 

指導者研修修了以降、「相談員のための学習の機会をつくる」という観点から、各都道府県で検討・実

践してきた取り組みについてプレゼンテーションを行う。 
３）プログラム（タイムスケジュール、カリキュラム） 

プログラム 

9：00～9：30 受付   

午前の部 

オリエンテーション   

プレゼンテーション
「相談員のための学習の機会をつくる」という観点から、各都道

府県で検討・実践してきた取り組みに関するプレゼンテーション
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を行う 

昼休み 

午後の部 
グループワーク 

相談員のための学習の機会をつくり、継続・発展させていくため

にできること等について検討する 

振り返り   

16：30～17：00 挨拶・修了証書交付 アンケート記入 

 
6. 研修の成果／感想 
１）沖縄県では平成 20 年度から、相談支援部会主催で「がん相談支援員実務者研修会」を開催している。  

運営は、県立中部病院、那覇市立病院、琉球大学医学部附属病院の３拠点病院で持ち回りとし、年 
３～４回実施してきた。講義形式だけでなく、グループワークを取り入れるなど、改善が必要である。 

２）今後、拠点病院には相談員に対する継続的な研修の実施が求められる。県内で地域のがん相談支援

機能強化に向け継続的に研修を実施していくにあたり、運営を担うファシリテーターの育成が急がれ

る。 
３）拠点病院制度のグループ指定などが始まると、拠点病院以外の相談員も対象になり、研修会の規模

や内容の拡充が必要となるため、従来のような拠点病院のみでの運営が難しくなる。相談員教育の位

置づけや財源に関すること、修了証書の発行といった相談員への動機付けへの工夫も課題である。医

師対象の緩和ケア研修会運営を参考に、沖縄県にもバックアップをいただきながら検討していきたい。 
 
7. 添付資料 
 当日配布資料 

以 上 
 
< 参考 > 
○関連する研修 
１．相談支援センター相談員指導者研修（主催：独立行政法人国立がん研究センター） 

同一都道府県内のがん診療連携拠点病院に所属する原則 3 人 1 組のチームを対象とする。チームメン

バーは異なる施設に所属する者で構成されることが望ましく、また以下の要件全てを満たしている必

要がある。 
・所属施設が厚生労働省の指定するがん診療連携拠点病院である（うち 1名は都道府県がん診療連携拠点病

院に所属する者であることが望ましい） 

・がん相談支援業務に携わる実務者である 

・医療・福祉関係の資格を有する者、あるいはそれに準ずる者である 

・相談支援センター相談員基礎研修（1）（2）（3）を修了している 

・都道府県がん診療連携協議会の下に組織される相談支援に関する部会の部会長（部会がない場合は、

都道府県のがん対策主管課の長）の推薦を受けている 

・病院長の推薦を受けている 

・相談員のための学習の機会をつくることへの意欲がある 
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